
地区会員増強・維持セミナー『なぜ会員増強・維持は必要か？』 

テーマ「どこに、何に力点をおいて『なぜ会員増強・維持は必要か？』を話せば各会員に思い、意

図は伝わるのか？」 

▲ 意見集約（消極意見、問題点、課題） 

１．年齢差があり若い会員に対しての対応をどうしたらよいかわからない。 

２．入会１０年目だが年下は４名しかいない。若い会員は時間の余裕がない。 

３．社会に対して成功者が還元したいとの想いや生まれ育った土地に貢献したいと想いがない。 

４．ロータリーお金がかかると若い人から言われる。 

５．若い人を入会したいががなかなか耳を傾けてくれない。 

６．退会者に対して冷たい。週報を送ったり例会に招待すれば良い。 

７．地域が都市部から離れているので入会候補者が少ない。 

８．退会者はほとんどが死亡・病気・会社都合でしかたない。 

９．親のロータリー活動を見ているので入会しない。 

１０．委員会活動を活発にできる会員は限られている。６０歳以下の会員増強が急務。 

１１．新旧会員の意識の違いが大きい。 

１２．今年度４０代を５名増強したが出席率や服装等のマナーでは目をつぶらざるを得ない。 

１３．ロータリーって何をやっているのか４０代～５０代の経営者どうアピールするか。 

１４．日中の例会時間だと働き盛りは厳しい。その点でクラブ改革が必要と考える。 

１５．新会員に対してそっけない態度で接され退会の原因になるのでフォローが必要。 

１６．今後のロータリーを考えると若い会員の入会が必要なので新会員に対して緩い対応が必要。 

１７．予算減少による活動の減少を食い止めるため会員増強は必要。 

１８．人数が少ないと元気が出ないので会員増強は必要。 

１９．若い会員が入ると（在籍）長い会員は世代間ギャップを感じる。 

２０．４０代、５０代の会員加入は高齢化社会にあって難しい。 

２１．会費が安ければという話もあるが運営を考えればある程度の会費は必要。 

２２．地域の実情を踏まえロータリーを変えていく必要があるのではないか。 

 


